
あれれ、先程送信したメールがエラーで返送されてきた。

550 goto@goto.info.waseda.ad.jp... Host unknown

そうか。waseda.ad.jpではなくてac.jpでしたね。これは間違

いだから仕方がないけど、こんなエラーくらいは自動的に直し

てくれてもいい気がするなあ。

【スペルチェックは有効か】

そういえば、メールの本文を英語で書くときには、スペル

チェックのお世話になることが多い。私自身はauthorをauther

と書いてしまう癖があり、またannounceという単語もよく間違

うので、チェックをすれば安心だ。

スペルチェックは、英語に不慣れな日本人（私）には強力な

助太刀であるが、米国の友人も結構愛用しているという。そ

ういえば、英語版のソフトにはワープロでもお絵描きソ

フトの文字列部分でもスペルチェックが入っている例が

多い。

メールの本文だけでなく、宛て先のアドレスもチェッ

クしてしまえばよいと思うのだが、さてチェックだ

けでなく自動的に修正してしまってもよいもの

だろうか。

【強力なDWIM】

スペルチェックが有効なのは文章に限ら

ない。この方面の興味深い例はInterLISP

というLISP（リスプ）言語に組み込まれていたDWIMという機

能である。DWIMというのはDo What I  Meanの略語で、一種

のスペルの自動修正機能である。LISPというのはプログラミン

グ言語なので「多少のミススペルにかまわずに実行してくれ！」

という思いがDoに込められている。

たとえば、LISPの関数のappendをapendと誤記しても自動

的に修正されるからプログラムはエラーにならずに走る。実際

に経験してみると、これは実に奇妙でアバウトな感覚である。

コンピュータに一種の知能を感じる。

DWIMで傑作だったのは「7abc」と書くと「7」が引用符「'」

に自動修正されて「'abc」となることであった。これは「'」（ク

オート、引用符）がLISPでは多用されることと、当時のASCII

配列のキーボードでは「7」のキーをシフトして「'」を入力して

いたことが理由である。このキー配列は現在の日本語キーボー

ドにも残っている。

私はプログラムを書くときにもスペルを間違えることがある。

Perlなどの言語には修正機能が欲しいと思うこともあるが、

DWIMのような強力な機能は結局普及しなかったようだ。実は、

InterLISPの場合でも自動的に修正してしまうのは行き過ぎだ

と思われるような事例があり、私も実際にはDWIMの機能を

offにして使っていたような気がする。

【電子けんかの防止策】

宛て先アドレスの自動修正には危険なこともありそうだ。ス

ペルが近い人に自動的に配送されたら誤配になってしまう。そ

れでは本文の自動修正はどうだろうか。

以前の本欄で「電子けんかはしつこい」という話題を紹介し

たことがある。つまり、電子メールの上でけんかをするときの

ほうが、口げんかよりも表現が強くなるという現象が観測され

ているのだ。

そこで、私の友人はけんかに使う単語を

自動的に書き換えるようなフィルターを設

けることを提案した。たとえば、「馬鹿」を

「アホ」と変換すると、多少は緩和されるだ

ろう。もっとも、自動修正だから「馬鹿馬

鹿しい」が「アホアホしい」になってしまう。

これでは日本語の乱れを助長してしまう。

やはり、自動ではダメだ。修正はやめて、

けんか用語は発禁として伏せ字にしようか。

「いや、かえって伏せ字のほうが当事者を興奮させる」と

して議論が尽きない。

【日本語は有利か不利か】

今日では、コンピュータで日本語を扱うのは容易である。し

かし、英語と日本語を比較すると、入力の手間だけを見ても日

本語にハンディがある。かな漢字変換では辞書を引かなければ

ならないからだ。

しかし、見方を変えれば、日本語では最初に辞書を引くとこ

ろで種々の処理が可能である。ミススペルのようなものは、そ

れを変換するように辞書の項目を整えておけばよい。実際に、

そのように工夫された辞書を活用している人もいる。

メールのアドレスには、住所録のようなファイルを活用する

ことも多い。住所録と辞書を一緒にすると叱られるかもしれな

いが、情報の保持という点では同類である。日本語の弱点でも

あり、利点でもある辞書の活用法には、まだまだ工夫の余地が

ありそうだ。
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